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学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、測定しようとする資質・能力を発揮することが求めら

れる言語活動を展開する文脈を重視した。今年度は、言語活動の充実が図られている状況を踏まえ、話し合

いでの発言や文章から目的に応じて必要な情報を取り出したり、目的に応じて文章を工夫して書いたりす

ることができるかどうかを問う問題を複数出題した。 

 

 

◇文章の全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示との関係を捉えることができる。 

◆短歌の内容について、描写をもとに捉えることに課題がある。 

 

<分類・区分別集計結果> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題作成の趣旨 

結果概要 

中学校国語 

◇…比較的できている点 

◆…課題のある点 



 

 

 

 

◇文章の全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示との関係を捉えることができる。（大問２三） 

◆短歌の内容について、描写をもとに捉えることに課題がある（大問４二） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・短歌で詠まれた情景を正確に想像させるためには、日ごろの授業から文章中や短歌中の

表現の意味や効果を一つ一つ確認し、丁寧に読む習慣を身につけさせることが大切である。

なお、わからない語句については曖昧にせずに、一人一台端末等でその都度自分で確認し、

語彙を習得させることも重要である。 

 

 

 

具体的な設問例

（大問４（２））

短歌に詠まれている情景の時間帯の違いを捉え、時間の流れに沿っ

て短歌の順番を並べ替える。

学習指導要領の領域・内容別の主な特徴と指導改善のポイント 

読むこと 

指導改善のポイント 

正答率：37.5％ 

 


